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出来高向上を目指し、作業をしやす
くすることが、石森さんに課せられ
たミッションだ
東北を第三の生産拠点と位置づけ
るトヨタグループ企業と密に連携を
取っている宮城工場。主にトヨタ自
動車のアクアやカローラに搭載され
る電池パックを生産している
プライムアースEVエナジーが独自
に開発するバッテリーシステムは、ハ
イブリッド自動車の主力製品。それ
だけに日常のメンテナンスは重要だ
製造ラインが滞ることなく24時間
稼働できるように、石森さんは目を
光らせている
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バッテリーパックとは
複数のバッテリーモジュールと ECU を内蔵し、バッテリーシステムとして車に
搭載できる状態の製品を指す。自動車メーカーの要望（電池重量・容量）に応じて、
様々な素材や形状で作られ、バッテリー本体を衝撃や振動から守る。バッテリー
の温度が高くなりすぎないよう冷却システムも備えている。

バッテリーモジュールとは
モーターを駆動するために電気エネルギーの放電・充電を行う。正極板と負極
板を交互に組み合わせて、電解液を注入して作られる「バッテリーセル」と呼ぶ
単位バッテリーを複数つないで構成される。

バッテリーECUとは
バッテリーパックの電子制御ユニット（Electronic Control Unit）。バッテリーの状
態を把握するために、バッテリーモジュールの電圧・電流・温度等を計測し、バッ
テリーへの入出力を監視。バッテリーの冷却マネジメントや高電圧安全回路なども
監視し、バッテリーパックを安全かつ効率的に使えるようにする機能を持つ。

バッテリー
モジュール

開閉スイッチ

車
両
へ

冷却システム

パワーの流れ 検出データ 制御信号

バッテリーECU

バッテリーモジュール

バッテリーモジュール ECU 冷却システム などで構成される。

バッテリーパックの内部構造

温度 電圧 電流

HEV用バッテリーパック

このバッテリーパックに内蔵されているバッテリーモジュール  （青枠部分）に加え、
バッテリーを制御する バッテリーECU（赤枠部分）も設計・開発している。

バッテリーECU

バッテリーシステムのイメージ

プライムアースEVエナジーが開発する
ハイブリッド自動車用バッテリーシステム

は
、
ク
ル
マ
の
長
い
歴
史
の
上
で
も
画
期
的
と
い

え
る
。
燃
費
や
C
O
2
の
排
出
を
ガ
ソ
リ
ン
車

の
約
2
分
の
1
に
抑
え
、
人
々
の
環
境
に
対
す
る

意
識
を
高
め
る
効
果
も
あ
っ
た
。

　
電
気
自
動
車
（
E
V
）、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
（
H
V
）、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

（
P
H
V
）、
燃
料
電
池
車
（
F
C
V
）
な
ど
、
環

境
負
荷
の
低
い
次
世
代
自
動
車
の
開
発
は
そ
の
後

も
国
内
外
に
広
ま
り
、
こ
れ
ら
の
自
動
車
に
使
わ

れ
る
電
池
の
需
要
も
急
速
に
高
ま
っ
て
き
た
。
増

所 在 地

代表取締役社長
設 立
従 業 員 数
事 業 内 容

企 業 理 念

企業情報

プライムアース EV エナジー 株式会社

※PEV…プラグインハイブリッド車(plug-in hybrid car)。コンセントから差込プラグを用いて直接バッテリー
に充電できる

※HEV…hybrid electric vehicle の略で、内燃機関と電動機を動力源として備えたハイブリッド車を表す

／黒川郡大和町流通平1番地
   TEL　022-353-0111
　FAX　022-344-1511
　http://www.peve.jp
／鈴木 茂樹
／1996 年 12 月
／ 3,300 名（2014 年 4 月時点の全社合計）
／ PEV※・HEV※用ニッケル水素蓄電池、リチウムイ

オン電池、BMS の開発・製造・販売
／［社会に貢献］EV・HV 用電池事業を通じて環境・

エネルギー領域で社会に貢献します。
　［世界に提供］高性能・高信頼の EV・HV 用電源

システムのソリューションを広く世界に提供します。
　［市場を創造］事業の展開を通して EV・HV 用電

池市場の創造と拡大をめざします。
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現
在
、
世
界
中
で
走
っ
て
い
る
自
動
車
は
10
億

台
を
越
え
て
い
る
。
こ
の
台
数
は
30
年
前
と
比
べ

て
3
倍
以
上
。
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
国

で
の
普
及
が
加
速
し
、
自
動
車
の
あ
る
便
利
で
快

適
な
暮
ら
し
は
世
界
中
に
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の

一
方
、
自
動
車
の
普
及
に
伴
い
、
排
気
ガ
ス
に
よ

る
大
気
汚
染
や
C
O
2
排
出
に
よ
る
地
球
温
暖

化
、
さ
ら
に
石
油
資
源
の
枯
渇
も
叫
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
、
多
く
の
課
題
が
表
面
化
し
て
き
た
こ
と

も
ま
た
事
実
だ
。

　
1
9
9
7
年
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
ひ
と
つ
の

答
え
が
出
た
。
世
界
初
の
量
産
型
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
「
プ
リ
ウ
ス
」
の
登
場
だ
。
従
来
エ
ン
ジ
ン
だ

け
だ
っ
た
動
力
源
に
モ
ー
タ
ー
が
加
わ
っ
た
こ
と

新たなモノづくりに挑み、クルマ社会の未来を拓く
メンテナンス

石森 勇
ゆう

紀
き

さん（21 歳）
プライムアース EV エナジー 株式会社（黒川郡大和町）
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ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
用
電
池
で
業
界
No
・
１

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
領
域
で
も
社
会
に
貢
献

ク
ル
マ
社
会
が
直
面
す
る
様
々
な
課
題
に

電
気
で
走
る
自
動
車
が
出
し
た
答
え
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石
森
さ
ん
が
所
属
す
る
課
内
の
グ
ル
ー
プ
・
メ

ン
バ
ー
7
人
に
直
属
の
上
司
を
交
え
て
、
小
集
団

活
動
も
精
力
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。「
小
集
団
活

動
で
は
、
問
題
の
設
定
か
ら
解
決
策
の
構
築
に
苦

労
し
ま
す
が
、
お
か
げ
で
問
題
を
解
決
す
る
た
め

の
手
法
が
学
べ
ま
す
」
と
石
森
さ
ん
が
述
べ
る
よ

う
に
、
チ
ー
ム
が
一
丸
と
な
っ
て
問
題
解
決
に
取

り
組
め
る
の
は
、
プ
ラ
イ
ム
ア
ー
ス
E
V
エ
ナ

ジ
ー
の
自
由
か
っ
達
な
社
風
に
負
う
と
こ
ろ
も
大

き
い
よ
う
だ
。

　
年
間
30
万
台
の
生
産
能
力
を
誇
る
宮
城
工
場
で

は
、
2
0
1
5
年
春
に
新
工
場
の
稼
働
も
ス
タ
ー

ト
す
る
。
従
来
よ
り
も
生
産
能
力
が
増
強
さ
れ
る

業
界
ト
ッ
プ
・
メ
ー
カ
ー
に
あ
っ
て
、
熱
く
燃
え

る
石
森
さ
ん
。
現
場
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
「
保
全

マ
ン
」
を
目
指
し
て
、
そ
の
ス
キ
ル
は
着
々
と
進

化
し
続
け
て
い
る
。

　
就
職
活
動
を
す
る
上
で
、
取
れ
る
資
格

は
ど
ん
ど
ん
取
っ
て
い
っ
た
方
が
良
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
企
業
説
明
会
や
工
場
見

学
の
際
は
、
実
際
に
製
造
し
て
い
る
様
子

だ
け
で
な
く
、
会
社
の
雰
囲
気
も
自
分
の

目
で
確
か
め
、
体
感
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
よ
。

　
我
が
社
は
若
い
人
が
多
く
「
若
い
人
が

活
躍
で
き
る
」
会
社
だ
と
思
い
ま
す
。
社

員
が
一
生
懸
命
働
い
て
い
る
姿
か
ら
は
、
そ

ん
な
と
こ
ろ
ま
で
感
じ
取
っ
て
も
ら
え
る

は
ず
で
す
。

　
我
が
社
に
入
社
す
る
と
、
様
々
な
経
験

を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
分
が

こ
の
会
社
で
何
を
し
た
い
か
、
し
っ
か
り
自

分
像
を
見
極
め
て
挑
戦
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。
失
敗
し
て
も
諦
め
ず
に
ト
ラ
イ

す
れ
ば
、
必
ず
活
路
は
開
け
ま
す
よ
。

8:008:25

出
社

体
操

体
を
動
か
し
て
、
ま
ず
は
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

8:30

設
備
保
全
課
内
の
朝
会

今
日
1
日
の
流
れ
を
確
認
し
合
う

8:40

班
内
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

所
属
す
る
班
の
メ
ン
バ
ー
同
士
で
綿
密
な
打
合
せ
を

行
う

9:20

他
部
署
と
打
合
せ

自
分
が
担
当
し
て
い
る
工
程
に
関
し
て
、
製
造
を
は

じ
め
各
部
署
間
で
情
報
交
換
を
行
う

10:00

定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
及
び
ト
ラ
ブ
ル
対
応

設
備
保
全
課
の
メ
イ
ン
の
仕
事
。
気
の
抜
け
な
い
作

業
が
続
く

12:00

昼
食

12:45

定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
及
び
ト
ラ
ブ
ル
対
応

15:00

部
品
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル※

製
造
ラ
イ
ン
か
ら
部
品
を
取
り
外
し
、
調
整
や
補
修

を
自
ら
行
う

16:00

部
品
の
発
注

自
分
の
席
に
着
い
て
、
て
き
ぱ
き
と
デ
ス
ク
ワ
ー
ク

を
こ
な
す

17:15

退
社

時
に
は
、
小
集
団
活
動
の
資
料
づ
く
り
等
で
残
業
す

る
場
合
も

メンテナンス 石森 勇紀さんのONE DAY

ヘルメットと防塵マスクを着用し、安全第一で設備の保全に勤しむ

他部署との打合せでトラブルなどの情報を交換

設備の停止時間をいかに短縮できるかが腕の見せどころ必要な部品は自ら発注作業も行う

※オーバーホール（Overhaul）…機械製品を部品単位まで分解して清掃・再組み立てを行い、新品時の性能状態に戻す作業

先
輩
か
ら
の
未
来
の
A
C
E
へ

　　
ア
ド
バ
イ
ス

身
に
着
け
た
技
能
を
活
か
し
て

信
頼
さ
れ
る
保
全
マ
ン
に
な
る
の
が
夢
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大
す
る
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に
1
9
9
6
年
、

ト
ヨ
タ
と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
共
同
出
資
に
よ
り

設
立
さ
れ
た
の
が
プ
ラ
イ
ム
ア
ー
ス
E
V
エ
ナ

ジ
ー
だ
。

　
車
載
用
電
池
の
分
野
で
は
、
日
本
の
企
業
が
世

界
に
先
駆
け
て
量
産
化
に
成
功
し
、
世
界
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
牽
引
し
て
い
る
。
そ
の
中
心
を
担
う
プ

ラ
イ
ム
ア
ー
ス
E
V
エ
ナ
ジ
ー
は
、
設
立
か
ら

18
年
足
ら
ず
で
累
計
生
産
台
数
7
0
0
万
台（
車

両
台
数
ベ
ー
ス
）
を
突
破
。
名
実
共
に
こ
の
業
界

で
世
界
の
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
る
。

　
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
の
性
能
向
上
に
加
え
、
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
量
産
体
制
が
着
々
と
進
め

ら
れ
て
い
る
。
電
池
の
み
な
ら
ず
E
C
U
（
電

子
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
）
を
は
じ
め
と
す
る
B
M
S

（
バ
ッ
テ
リ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
。
B
a
t
t
e
r
y 

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t 

S
y
s
t
e
m
の
略
）
の

開
発
や
、
電
池
と
B
M
S
を
ク
ル
マ
に
搭
載
す

る
た
め
の
電
池
パ
ッ
ク
の
設
計
も
行
わ
れ
て
い
る
。

電
池
材
料
の
開
発
か
ら
バ
ッ
テ
リ
ー
パ
ッ
ク
の
設

計
・
評
価
・
生
産
ま
で
、
車
載
用
電
源
シ
ス
テ
ム

を
ト
ー
タ
ル
に
提
供
で
き
る
点
も
、
プ
ラ
イ
ム

ア
ー
ス
E
V
エ
ナ
ジ
ー
の
大
き
な
強
み
だ
。

　
宮
城
工
場
は
静
岡
市
湖
西
市
の
本
社
・
大
森

工
場
、
境
宿
工
場
に
続
く
第
三
の
拠
点
と
し
て

2
0
1
0
年
1
月
、
黒
川
郡
の
大
和
流
通
・
工

業
団
地
で
操
業
を
開
始
。
翌
年
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
も
乗
り
越
え
、
現
在
の
従
業
員
数
は
約

6
0
0
人
に
上
る
。
そ
の
う
ち
約
9
割
が
地
元

採
用
。
製
造
部
設
備
保
全
課
に
務
め
る
石
森
勇
紀

さ
ん
も
地
元
出
身
の
一
人
だ
。

　
宮
城
工
場
内
に
は
現
在
、
製
造
部
設
備
保
全
課

に
72
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
。
24
時
間
稼
働
す
る

生
産
ラ
イ
ン
が
滞
り
な
く
動
く
た
め
に
は
、
定
期

的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
不
可
欠
。
設
備
保
全

課
の
面
々
は
「
稼
働
ロ
ス
を
い
か
に
少
な
く
す
る

か
」
を
胸
に
日
々
目
を
光
ら
せ
、
き
め
細
か
く
保

全
業
務
に
励
ん
で
い
る
。
幼
い
頃
か
ら
モ
ノ
づ
く

り
が
好
き
だ
っ
た
石
森
さ
ん
は
、
プ
ラ
イ
ム
ア
ー

ス
E
V
エ
ナ
ジ
ー
が
世
界
に
誇
る
最
高
品
質
の

製
品
づ
く
り
を
支
え
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
い
う
仕

事
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
。

　
入
社
3
年
目
と
は
い
え
、
石
森
さ
ん
に
与
え
ら

れ
る
仕
事
は
甘
く
な
い
。「
出
来
高
向
上
を
目
指

し
、
作
業
の
や
り
に
く
さ
を
改
善
す
る
」
の
が
石

森
さ
ん
に
課
せ
ら
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
。「
現
場

の
作
業
者
が
体
を
ひ
ね
っ
た
り
、
背
伸
び
し
な
が

ら
作
業
し
て
い
る
と
、
効
率
は
悪
く
な
る
。
も
っ

と
楽
な
姿
勢
で
作
業
で
き
る
よ
う
に
改
善
す
る
こ

と
に
よ
り
自
ず
と
生
産
性
も
上
が
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、
作
業
者
の
安
全
性
も
高
め
ら
れ
ま
す
よ
」

と
石
森
さ
ん
。
設
備
保
全
課
の
仕
事
は
、
働
く
人

の
こ
と
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
な
け
れ
ば
務
ま
ら

な
い
。

　
我
が
社
は
若
い
人
が
と
て
も
多
い
会
社
で
す
。
宮
城
工
場
は
社
員
の

大
半
が
地
元
採
用
で
す
し
、
お
互
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や

す
い
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
よ
。
若
さ
や
経
験
不
足
を
理
由
に
意

見
が
通
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
ら
や
り
た
い
こ
と
を
提
案
す

れ
ば
、
実
現
す
る
可
能
性
が
高
い
の
は
我
が
社
の
特
徴
で
し
ょ
う
ね
。

　
私
達
の
使
命
は
、
必
要
な
モ
ノ
を
必
要
な
時
に
お
客
様
に
提
供
す

る
こ
と
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
大
き
く
て
も
、そ
れ
だ
け
に
現
場
か
ら「
あ

り
が
と
う
」
と
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
が
何
よ
り
の
励
み
に
な
り
ま
す
。

石
森
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
明
る
く
前
向
き
な
性

格
を
存
分
に
活
か
し
て
、
次
世
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
あ
り
が
と
う
」
の
ひ
と
言
を
励
み
に

次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し
て
ほ
し
い

上司 に
聞
く

製造部設備保全課
課長

志水 幸広さん

こ
こ
が
Ａ
Ｃ
Ｅ
ポ
イ
ン
ト
！

新たなモノづくりに挑み、
クルマ社会の未来を拓く
メンテナンス

石森 勇
ゆう

紀
き

さん（21 歳）
プライムアース EV エナジー 株式会社（黒川郡大和町）
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現
場
作
業
を
行
い
や
す
い
よ
う
に
改
善
し

稼
働
ロ
ス
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
使
命

累
計
7
0
0
万
台
を
越
え
る
実
績
は

豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
と
優
れ
た
技
術
の
賜
物

　
プ
ラ
イ
ム
ア
ー
ス
E
V
エ
ナ
ジ
ー
で
は
、

社
員
の
資
格
取
得
を
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
る
。
石
森
さ
ん
も
入
社
後
に
機
械
保
全

（
機
械
系
保
全
作
業
）
2
級
を
取
得
。
現
在
は

機
械
保
全
（
電
気
系
保
全
作
業
）
2
級
を
取

得
す
る
た
め
に
勉
強
中
だ
。
社
外
の
講
習
会

に
参
加
す
る
機
会
も
与
え
ら
れ
、
石
森
さ
ん

は
積
極
的
に
受
講
し
て
い
る
。
明
確
な
目
標

を
持
ち
、
自
ら
考
え
行
動
す
る
人
材
を
歓
迎

す
る
職
場
環
境
は
、
無
限
の
可
能
性
を
引
き

出
す
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
。
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藤
さ
ん
。

　
切
削
加
工
ま
で
一
貫
し
て
行
う
利
点
と
し
て
、

「
金
型
の
製
作
段
階
か
ら
加
工
を
意
識
し
た
設
計

が
で
き
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
こ
と
」

「
納
品
ま
で
の
期
間
の
短
縮
に
も
つ
な
が
る
こ
と
」

が
挙
げ
ら
れ
る
。
顧
客
と
の
打
ち
合
わ
せ
段
階
で

品
質
・
コ
ス
ト
面
か
ら
提
案
し
、
ニ
ー
ズ
に
即
応

で
き
る
こ
と
も
顧
客
の
信
頼
を
得
て
い
る
理
由
の

ひ
と
つ
だ
。

　「
完
成
ま
で
に
設
計
担
当
や
鋳
造
担
当
と
何
度

も
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す
。
品
質
を
確
保
す
る
上

で
も
、
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
で

す
」
と
部
署
を
越
え
た
連
携
の
重
要
性
を
強
調
す

る
。
一
貫
体
制
の
強
化
に
よ
り
納
入
す
る
製
品
の

品
質
保
証
（
Ｑ
Ａ
）
を
目
指
し
て
い
る
。

　「
ま
だ
ま
だ
仕
上
が
り
に
納
得
で
き
な
い
日
々

の
繰
り
返
し
で
す
。
製
造
業
は
技
術
の
進
歩
が
速

い
の
で
、
常
に
新
し
い
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
佐
藤
さ
ん
。
宮

城
の
自
動
車
産
業
の
根
幹
を
支
え
て
い
る
と
い
う

自
負
を
胸
に
、
今
日
も
金
型
づ
く
り
に
励
ん
で
い

る
。

6：307：30

出
社

朝
の
準
備

1
日
の
作
業
の
流
れ
を
確
認
し
、
準
備
を
行
う
。
突

発
的
な
も
の
の
対
応
を
手
配

仕
事
を
は
じ
め
る
ま
で
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

金
型
づ
く
り
の
部
署
で
朝
礼
。
作
業
の
進
捗
状
況
の

確
認
、
懸
案
事
項
の
確
認
な
ど

7:55

朝
礼

8:00

金
型
の
仕
上
が
り
確
認

夜
間
に
自
動
製
作
し
た
金
型
の
仕
上
が
り
を
確
認
。

不
具
合
が
あ
る
場
合
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
正
し
、
高

速
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
再
起
動

10:00

休
憩

15:00

休
憩

10：10

設
計
部
署
と
の
打
ち
合
わ
せ

新
し
い
金
型
の
設
計
図
を
見
な
が
ら
、改
善
案
な
ど

を
話
し
合
う
。さ
ら
に
製
作
日
程
の
調
整
な
ど

12:00

昼
食

12:45

午
後
開
始
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

設
計
担
当
が
作
っ
た
3
Ｄ
デ
ー
タ
を
も
と
に
最
適
な

加
工
工
程
・
加
工
デ
ー
タ
の
作
成
を
行
う

15:10

金
型
製
作

切
削
加
工
用
の
高
速
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
に
金
型

製
作
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
セ
ッ
ト
し
、
夜
間
の
無
人

運
転
を
ス
タ
ー
ト

17:00

退
社

金型製作 佐藤 大輔さんのONE DAY

設計担当と一緒に新しい金型の図面をもとに
した打ち合わせ。金型の耐久度、金属注入の
流れなど、細かいところをチェックしながら最
善の方法を検討

切削加工用の高速マシニングセンタに金型製
作のプログラムをセット。想い描いた通りの金
型を作り上げるために細心の注意を払いなが
ら作業

昔は２次元の図面のみだったが現在は製品
要求事項を満たした2Ｄ・3Ｄデータを基に
最適な加工工程・加工データを作成

　
最
近
、
若
手
社
員
の
指
導
を
す
る
機
会
が

多
く
な
っ
て
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
皆
、

工
業
高
校
な
ど
専
門
の
学
校
を
出
て
い
る
の

で
、
当
然
分
か
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
よ

う
な
基
礎
的
な
こ
と
が
、
聞
い
て
み
る
と
実

際
に
は
分
か
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
基
礎
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
学
生
時
代
か
ら
基
本
的
な
こ
と
に

興
味
を
持
っ
て
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
現
場
の
実
務
の
中
で

覚
え
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

大
切
な
こ
と
は
、
も
の
づ
く
り
に
興
味
を
持

つ
こ
と
、
新
し
い
こ
と
に
貪
欲
に
な
れ
る
か

ど
う
か
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
自
身
な
か
な
か
で
き
な
い
の
で
す
が
、

「
ず
う
ず
う
し
く
質
問
す
る
人
」
は
伸
び
る

と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。
学
生
の
頃

か
ら
「
な
ぜ
、
こ
う
な
ん
だ
ろ
う
？
」
と
疑

問
に
思
っ
た
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
先
生
に
質
問

で
き
る
よ
う
な
人
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

ダイカストとは？

特殊鋼で精度の高い金型を作り、その
金型にアルミニウム、亜鉛、マグネシウ
ムなどの金属を注入し、迅速に凝固さ
せ取り出す鋳造方法。ダイカスト製品は
寸法精度が高く、強度に優れ、外観が
美しく機械加工も少なく済むという優れ
た特長から自動車関連部品などに多く
使用されている。

先
輩
か
ら
の
未
来
の
A
C
E
へ

　　
ア
ド
バ
イ
ス

お
客
様

方
法
検
討

（
造
形
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

 

タ
に
よ
る
設
計
）

金
型
設
計

社内一貫生産

金
型
製
作

計

　
測

鋳

　
造

プ
レ
ス

研

　
掃

加

　
工

仕
上
検
査

出

　
荷

より良い製品を目指し、たどり着いた岩機ダイカスト工業のダイカスト製造の流れ

第一線の現場で活躍する
設計者自らが最適な形状を提案

フィードバック

提案

社内一貫生産体制で、安定した品質のダイカストを
より安く、より早く提供
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工
業
高
校
で
製
図
作
業
の
面
白
さ
を
体
験
し
た

佐
藤
大
輔
さ
ん
。「
自
ず
と
も
の
づ
く
り
の
初
期

の
段
階
に
関
わ
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
製
品
づ
く
り
の
基
盤
に
な

る
ダ
イ
カ
ス
ト
や
金
型
づ
く
り
に
興
味
を
持
ち
ま

し
た
」
と
岩
機
ダ
イ
カ
ス
ト
工
業
に
入
社
し
た
動

機
を
語
る
。

　
自
動
車
部
品
な
ど
に
欠
か
せ
な
い
ダ
イ
カ
ス
ト

製
品
に
お
い
て
東
北
最
大
級
の
生
産
量
を
誇
る
岩

機
ダ
イ
カ
ス
ト
工
業
は
、
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し

て
自
動
車
業
界
を
支
え
る
。 

　「
私
が
担
当
す
る
の
は
金
型
づ
く
り
で
す
。
金

型
は
優
秀
な
製
品
を
つ
く
る
た
め
の
母
体
で
す
」

と
ダ
イ
カ
ス
ト
に
お
け
る
金
型
づ
く
り
の
重
要
性

を
語
る
佐
藤
さ
ん
。
設
計
担
当
が
三
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ

シ
ス
テ
ム
で
作
成
し
た
製
品
の
３
Ｄ
デ
ー
タ
を
も

と
に
、
佐
藤
さ
ん
の
部
署
で
切
削
加
工
用
高
速
マ

シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
を
動
か
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

す
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
高
速
マ
シ
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
が
夜
間
も
無
人
運
転
し
、
金
型
を
短

期
間
で
つ
く
り
上
げ
る
。

　「
金
型
の
耐
久
度
は
大
丈
夫
か
、
ア
ル
ミ
を
流

し
た
と
き
に
均
一
に
流
れ
る
の
か
、
最
終
的
に
こ

の
金
型
で
良
品
を
量
産
し
て
く
れ
る
の
か
な
ど
、

様
々
な
面
か
ら
検
討
し
な
が
ら
試
行
錯
誤
を
重

ね
、
不
備
を
改
善
し
て
い
き
ま
す
」
と
語
る
よ
う

に
、
試
作
を
く
り
返
す
こ
と
に
よ
り
精
度
を
高
め
、

製
品
を
量
産
で
き
る
金
型
を
作
り
あ
げ
て
い
く
。

　「
我
が
社
の
特
徴
は
、
金
型
の
製
作
か
ら
鋳
造
、

機
械
に
よ
る
加
工
ま
で
一
貫
し
た
体
制
で
も
の
づ

く
り
を
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
効
率
も
あ
が
り
ま

す
し
、
品
質
も
高
ま
る
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
佐

C A S E   

02仕事
図鑑

金型製作

佐藤 大
だい

輔
すけ

さん（31 歳）
岩機ダイカスト工業 株式会社（山元町）

ものづくりの初期工程に関わりたかったという佐藤
さん。自動車部品づくりの根幹となる金型づくりを
担っているという自負がある
金型を削る高速マシニングセンタの動きを制御す
るプログラムづくり。真剣なまなざしで画面を見つ
める
金型づくりはダイカストの命。試行錯誤を重ね、量
産に耐えうる金型を製作する。後輩の指導に力が
入る佐藤さん

岩機ダイカスト工業で製作している自動車部品の一部

1

3

2

1

2

3

自
動
車
産
業
を
支
え
て
い
る
と
い
う

自
負
を
胸
に
金
型
づ
く
り

も
の
づ
く
り
の
初
期
の
段
階
に
興
味

製
品
の
母
体
に
な
る
金
型
づ
く
り
を
担
当

各
部
署
と
の
連
携
を
深
め

製
品
づ
く
り
の
た
め
の一
貫
体
制
を
構
築

企業情報

岩機ダイカスト工業 株式会社
／亘理郡山元町鷲足字山崎 51-2
　TEL  0223-37-3322 
　FAX  0223-37-3720
　http://iwakidc.co.jp/
／鎌田 充志
／ 2 億円
／1969 年 9 月
／ 293 名 
／ダイカスト及び軽金属類の製造販売
／信頼にこたえる技術と人間性の向上につとめること
　努力は信頼と豊かさの確立に直結すること
　事業を通じて社会全般に貢献すること
　反省と和を重んじ常に新しきを創造すること
　時代の変化に対応し生々発展への道を歩み続けること

所 在 地

代表取締役社長
資 本 金
設 立
従 業 員 数
事 業 内 容
企 業 理 念

ダイカストの理想を追求し
精度の高い部品を提供
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子
ど
も
の
と
き
か
ら
自
動
車
や
機
械
が
好
き

だ
っ
た
鎌
田
さ
ん
は
、
工
業
高
校
か
ら
工
業
大
学

の
電
子
工
学
科
に
進
学
し
、
卒
業
し
て
ウ
チ
ダ
に

就
職
し
た
。
経
営
陣
、
社
員
が
一
丸
と
な
っ
て
技

術
開
発
に
力
を
入
れ
て
い
る
技
術
者
集
団
ウ
チ
ダ

の
仲
間
に
な
っ
て
９
年
目
。
鎌
田
さ
ん
は
、
プ
レ

ス
機
の
作
動
制
御
、
製
作
シ
ス
テ
ム
の
運
用
管
理
、

金
型
の
３
Ｄ
設
計
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
ま
た
付
属
設
備
の
設
計
製
作
な
ど

を
担
当
し
て
い
る
。

　
プ
レ
ス
機
の
作
動
制
御
で
は
、「
作
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
配
線
を
作
る
部
品
に
合
わ
せ
て
作
り
換
え

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
配
線
を
１
本
も
ま
ち
が
え

ら
れ
な
い
の
で
、
た
い
へ
ん
」
と
い
う
。

　
生
産
工
程
と
し
て
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
は
プ

レ
ス
機
か
ら
出
て
く
る
部
品
を
自
動
的
に
運
び
出

す
よ
う
な
設
備
が
必
要
だ
。
そ
の
設
計
製
作
か
ら

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
修
理
ま
で
鎌
田
さ
ん
は
自
分
で

行
う
。「
機
械
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
う
ま
く
動

か
せ
た
り
、
思
い
通
り
に
部
品
が
完
成
し
た
と
き

の
達
成
感
は
最
高
で
す
」。

　
鎌
田
さ
ん
は
今
、
電
気
主
任
技
術
者
資
格
を
取

ろ
う
と
勉
強
中
。
将
来
に
向
け
て
、
さ
ら
に
難
し

い
技
術
の
習
得
や
、
応
用
分
野
へ
の
挑
戦
を
目
指

し
て
い
る
。

7：30

出
社

当
日
の
業
務
に
つ
い
て
の
確
認
、
諸
連
絡
な
ど

8：00

朝
礼
（
部
署
ご
と
）

8：10

デ
ス
ク
・
工
場
内
各
所

工
場
内
の
安
全
管
理
な
ど
に
つ
い
て
、
打
ち
合
わ
せ

金
型
設
計
、
機
械
設
備
設
計
の
準
備

12：00

昼
休
み

12：50

デ
ス
ク
・
工
場
内
各
所

金
型
や
機
械
設
備
の
設
計
・
製
作
な
ど

プ
レ
ス
機
制
御
盤
で
の
、配
線
変
更
、作
動
制
御
な
ど

15：00

休
憩

15：10

デ
ス
ク
・
工
場
内
各
所

工
場
内
の
加
工
機
や
機
械
設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・

修
理
な
ど

19：00

退
社

定
時
（
17
時
）
に
作
業
が
終
了
し
な
い
時
は
残
業

機械設備の制御・設計・製作 鎌田 拓臣さんの ONE DAY

ウチダの強みは、企業の技術力を高
めていこうという熱意が従業員みんな
のなかにみなぎっていること

工場内の加工機や設備のメンテナンス、修
理なども鎌田さんの仕事

　
自
動
車
が
好
き
だ
と
い
う
人
は
い
っ
ぱ
い

い
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
実
際
に
エ
ン
ジ

ニ
ア
と
し
て
仕
事
を
す
る
た
め
に
は
、
自
身

を
客
観
視
し
、
足
り
な
い
知
識
・
技
術
を
見

出
し
て
そ
こ
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　
言
わ
れ
た
こ
と
だ
け
を
行
う
の
で
は
な
く
、

そ
の
一
歩
先
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
〝
先

見
性
〟
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
会
社
内
外
問
わ
ず
、
ま
ず
た
く
さ
ん
の
こ

と
に
興
味
・
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

精密な設計から、精密な金型を

先
輩
か
ら
の
未
来
の
A
C
E
へ

　　
ア
ド
バ
イ
ス

プ
レ
ス
機
の
作
動
制
御
な
ど

機
械
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
面
白
さ

総務の責任者と打ち合わせ。工場内の安全
管理、省エネ、さまざまな改善作業について
など、内容は多岐にわたる

プレス加工で製作される部品の精度は、
金型の精度に左右される。ウチダでは、
この金型を物理工学の解析法を駆使して
コンピュータ・シミュレーション設計して
いる。実物試作をせずに、高い精度を求
められる部品の設計を実現できるシミュ
レーション技術は、ウチダの大きな強み
となっている。

4
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株
式
会
社
ウ
チ
ダ
が
製
造
す
る
部
品
は
、
自
動

車
の
エ
ン
ジ
ン
周
り
の
各
種
部
品
。
主
要
パ
ー
ツ

に
組
み
込
ま
れ
る
と
姿
は
見
え
な
く
な
る
が
、
自

動
車
の
機
能
部
品
の
一
部
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も

の
ば
か
り
で
、
非
常
に
精
密
な
作
り
方
が
要
求
さ

れ
る
。

　
ウ
チ
ダ
は
、
こ
れ
ら
の
部
品
を
主
と
し
て
プ
レ

ス
加
工
で
製
作
す
る
。
プ
レ
ス
加
工
と
は
、
部
品

の
素
材
（
た
と
え
ば
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
）
を
対

に
な
っ
た
金
型
（
金
属
製
の
型
）
に
挟
ん
で
、
プ

レ
ス
機
で
圧
力
を
か
け
て
成
形
す
る
作
り
方
。
従

来
は
成
形
し
た
後
に
一
部
を
削
っ
た
り
、
孔
を
開

け
た
り
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
ウ
チ
ダ
で
は
複

雑
な
部
品
の
形
で
も
一
度
に
一
体
的
に
成
形
で
き

る
高
度
な
技
術
を
確
立
し
て
い
る
。

　
部
品
を
プ
レ
ス
加
工
で
作
る
た
め
に
は
、
ま
ず

金
型
を
設
計
し
、
製
造
す
る
。
構
想
段
階
の
金
型

を
使
用
し
て
プ
レ
ス
加
工
し
た
と
き
、
要
望
す
る

形
状
や
厚
さ
に
部
品
が
加
工
で
き
る
か
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
詳
細
な
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
、
精
密

に
設
計
し
た
上
で
金
型
を
製
作
す
る
。
ウ
チ
ダ
の

技
術
力
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
設
計
段
階
か
ら
発
揮
さ
れ
る
。

C A S E   

03仕事
図鑑

金型ごとの最適条件に
合わせてプレス機の作動
を制御する
プレス機から出てきた部
品の数を計算して箱に
入れ、自動的にベルトコ
ンベアで運び出す機械。
鎌田さんの設計製作
ウチダが製造している各
種自動車部品
レーザー加工機の前で、
担当技術者と打ち合わせ

ウチダの主要加工製品は、中・小物
部品がメインサイズで、エンジン周辺
部をはじめとした、様々な用途の機
能部品の一部に採用されている

2

1 3

機械設備の制御・設計・製作

鎌田 拓
たく

臣
み

さん（30 歳）
株式会社 ウチダ 仙台工場（岩沼市）

1

2

3

4

想
い
を
カ
タ
チ
に
す
る
た
め
に
、

機
械
を
自
由
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

精
密
な
プ
レ
ス
加
工
に
よ
っ
て

自
動
車
部
品
を
製
造
す
る
技
術
者
集
団

自動車の重要部品を支える
高精度のプレス加工

企業情報

株式会社 ウチダ
／本社：神奈川県川崎市
   仙台工場：岩沼市下野郷字中野馬場 1-1
　TEL  0223-24-1234　FAX  0223-24-1233
   仙台名取工場：名取市愛島台 7-101-56
   TEL  022-384-2930　FAX  022-384-2931
   http://uchida-sendai.co.jp
／佐々木泰孝
／1955 年
／101 名（2014 年 10 月現在）
／プレス加工、冷間鍛造加工、機械加工、組

付加工、金型・治具設計製作（自動車部品、
産業機械部品、OA 機器部品、家電部品）

／塑性加工技術の頂点を目指す

所 在 地

代表取締役社長
設 立
従 業 員 数
事 業 内 容

企 業 理 念

AT系部品
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験
を
踏
ま
え
て
、若
手
の
人
材
育
成
に
も
熱
心
だ
。

ま
た
「
他
の
グ
ル
ー
プ
が
忙
し
い
時
は
ス
タ
ッ
フ

の
や
り
く
り
も
自
由
に
行
い
ま
す
よ
」
と
い
う
よ

う
に
、
社
員
同
士
の
交
流
も
活
発
だ
。

　
宮
城
化
成
の
製
品
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
手
作

り
。
そ
れ
だ
け
に
優
れ
た
ク
オ
リ
テ
ィ
が
求
め
ら

れ
、
ス
キ
ル
・
ア
ッ
プ
や
品
質
管
理
に
ま
で
、
日

ご
ろ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
物
を
言
う
。
31

歳
に
し
て
3
児
の
パ
パ
で
も
あ
る
門
傳
さ
ん
は

「
若
い
人
と
一
緒
に
楽
し
く
働
け
る
」
こ
と
を
誇

り
に
思
っ
て
い
る
。
今
後
は
次
世
代
の
力
を
借
り

な
が
ら
、
F
R
P
よ
り
も
更
に
軽
く
強
度
に
優

れ
カ
ー
ボ
ン
繊
維
を
取
り
入
れ
た
新
し
い
素
材
を

開
発
し
よ
う
と
意
欲
満
々
だ
。

7:458:008:308:408:509:109:30

出
社

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

各
部
の
リ
ー
ダ
ー
、
課
長
、
係
長
と
1
日
の
予
定

を
確
認
す
る

朝
礼

連
絡
事
項
な
ど
を
確
認
し
合
う

グ
ル
ー
プ
内
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

注
文
書
に
従
い
納
期
の
回
答
を
行
う

事
務
処
理

成
形
の
準
備
に
取
り
か
か
り
製
造
ス
タ
ー
ト

製
造

13:00

新
人
の
作
業
指
導
も
行
い
な
が
ら
作
業
す
る

各
部
の
リ
ー
ダ
ー
と
、
こ
れ
ま
で
の
進
ち
ょ
く
状
況

や
ト
ラ
ブ
ル
の
有
無
を
確
認

製
造

休
憩

昼
食

事
務
棟
か
ら
工
場
に
移
動

12:0015:00

午
後
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

15:15

翌
日
、
翌
々
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

生
産
予
定
作
成

17:00

退
社

17:30

製造 門傳 和宏さんのONE DAY

グループ内の新人教育も門傳さんの仕
事。製品のクオリティを維持するために
も、指導に熱がこもる

関係部署のリーダーが集う朝のミーティング。ベテラン
が多い中、門傳さんは一番の若手だ

社屋で小山社長を見つけて直 に々提案する門
傳さん。上下のへだてがなく、気軽にコミュニ
ケーションが取れるのも大きな魅力だ

　
モ
ノ
づ
く
り
が
好
き
な
人
に
ぴ
っ
た
り
の

仕
事
で
す
。
た
だ
単
に
製
造
す
る
の
で
は
な

く
、
よ
り
良
い
製
品
を
作
る
た
め
に
は
品
質

管
理
も
疎
か
に
で
き
ま
せ
ん
。
当
社
の
仕
事

は
手
作
業
が
中
心
な
の
で
、
日
々
培
わ
れ
る

技
能
と
感
覚
が
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
製
品
づ

く
り
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
自
ら
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
い
く
こ

と
も
大
切
で
し
ょ
う
。
辛
い
作
業
で
も
、
考

え
方
ひ
と
つ
で
前
向
き
に
捉
え
ら
れ
る
も
の

で
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
積
極
的
に
ど
ん
ど

ん
ト
ラ
イ
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
そ
の
一
方
で
、色
々
な
も
の
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
視

野
を
広
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
仕
事
は
一

層
楽
し
く
、
深
ま
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

Fiber（繊維）Reinforced（強化された）
Plasticsの略で「強化プラスチック」を表
す。ガラス繊維などの繊維をプラスチック
の中に入れて、強度を向上させた複合素材
のこと。断熱性・耐候性・耐熱性・耐薬品
性などに優れ、軽量で様々な形状を実現
できることから、自動車や鉄道車両の内外
装や小型船舶の船体など幅広く利用され
ている。

先
輩
か
ら
の
未
来
の
A
C
E
へ

　　
ア
ド
バ
イ
ス

企業情報

株式会社 宮城化成
／栗原市一迫北沢半金沢 15-4
   TEL　0228-52-3931
　FAX　0228-52-3933
　http://www.miyagi-kasei.co.jp
／小山昭彦
／1987 年（昭和 62 年）6 月
／40 名
／ FRP（強化プラスチック）製品の製造・販売、建

築資材のレンタル・販売、建築関連工事、工業薬
品・各種資材の卸販売

／私達は、価値ある商品作りとサービスの提供を行い、
社会と人 に々貢献できる企業を目指します。私達は、よ
り良い商品作りとより良いサービスの提供を常に考えるこ
とで、自分達の能力の向上と人格の向上を目指します。

※FRPとは？
所 在 地

代表取締役社長
設 立
従 業 員 数
事 業 内 容

企 業 理 念
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私
達
の
身
の
周
り
に
は
多
種
多
様
な
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
が
あ
る
。
中
で
も
強
度
を
高
め
た
、

一
般
的
に
「
F
R
P
※

」
と
呼
ば
れ
る
強
化
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
、
そ
の
特
性
を
活
か
し
て
様
々
な
分

野
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ト
ラ
ッ

ク
の
運
転
席
の
上
で
見
か
け
る
流
線
型
の
覆
い
の

よ
う
な
「
エ
ア
デ
フ
レ
ク
タ
ー
」
は
、
デ
ザ
イ
ン

性
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
空
気
抵
抗
を
低
減
す

る
役
割
を
果
た
す
。
空
気
抵
抗
が
減
る
こ
と
で
燃

費
が
良
く
な
り
、環
境
保
護
に
も
つ
な
が
る
た
め
、

多
く
の
ト
ラ
ッ
ク
が
エ
ア
デ
フ
レ
ク
タ
ー
を
装
着

し
て
い
る
。
こ
の
素
材
が
F
R
P
だ
。

　
国
内
最
大
手
の
ト
ラ
ッ
ク
製
造
メ
ー
カ
ー
か
ら

エ
ア
デ
フ
レ
ク
タ
ー
を
受
注
・

生
産
し
て
い
る
の
が
、
栗
原
市

に
工
場
を
持
つ
株
式
会
社
宮
城

化
成
だ
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が

自
社
生
産
し
な
い
部
分
を
中
心

に
、
バ
ン
パ
ー
や
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
カ
ー
の
内
装
・
外
装
パ
ネ
ル

な
ど
の
F
R
P
製
品
の
製
造
・

販
売
を
行
っ
て
い
る
。
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
デ
ザ

イ
ン
で
人
気
の
高
い
光
岡
自
動
車（
本
社
富
山
市
）

の
ボ
デ
ィ
も
同
社
が
大
半
を
手
が
け
て
い
る
。
自

動
車
関
連
部
品
の
製
造
グ
ル
ー
プ
で
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
て
い
る
の
が
、
入
社
7
年
目
の
門
傳
和
宏
さ

ん
だ
。

　「
メ
ー
カ
ー
の
純
正
品
に
は
な
い
、
デ
ザ
イ
ン

性
が
高
く
、
品
質
の
良
い
モ
ノ
づ
く
り
が
で
き
る

の
が
我
が
社
の
強
み
」
と
胸
を
張
る
門
傳
さ
ん

は
、
学
校
で
専
門
的
な
教
育
を
受
け
た
わ
け
で
は

な
い
。
入
社
以
来
、
上
司
の
指
導
の
も
と
、
こ
つ

こ
つ
と
技
術
を
磨
い
て
き
た
。
現
在
6
名
の
部
下

を
束
ね
る
役
職
に
就
く
門
傳
さ
ん
は
、
自
ら
の
経

複合素材が豊かな未来を創造し
住み良い社会を築き支える

C A S E   

04仕事
図鑑

製造

門
も ん

傳
で ん

 和宏さん（31 歳）
株式会社 宮城化成（栗原市）

自
動
車
の
パ
ー
ツ
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る

強
く
て
軽
い
F
R
P
製
品
の
製
造
を
一
手
に

手
作
業
が
生
み
出
す
製
品
づ
く
り
に

円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
不
可
欠

2

1

1

2

現
場
で
育
ま
れ
た
技
術
を
存
分
に
活
か
し

顧
客
満
足
度
の
高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
を
生
む

複数の職種を経験した後「工房での
仕事」に憧れ、宮城化成に入社した
門傳さん。毎日、自分の手でモノが
作れることに誇りを感じている
広 と々した工場内は、職人達が匠の
技をふるう文字通り「工房」の趣。一
人ひとりの技術は、社内の訓練・教
育により着実に磨かれていく

①型整備（離型処理）…成形型
を清掃してから、離型剤を塗る

②ゲルコート塗布…成形型に製
品の塗料を吹き付ける

③マット積層（ハンドレーアップ
成形）…型にガラス繊維をセッ
トし、樹脂を浸透させながらガ
ラス繊維を積み重ねていく

④脱型…樹脂が固まった後、成
形型から製品を取り出す

⑤トリミング…製品をカットし、穴
空け等を行う

⑥アセンブリ…製品に部品を取り
付けたり、組み立てたりする

⑦仕上げ…表面の仕上げや不良
箇所の修正を行う

⑧検査・梱包…製品を検査し、
出荷準備

FRP成形の流れ


